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携帯電話による安否確認が可能な学習支援を目指したサイト構築
１．はじめに
　2011 年東日本大震災発生後、国内外でも大小
様々な規模の地震災害等が多発したことをきっか
けにして、日本では国・自治体・企業・個人と様々
なレベルで災害対策への意識が高まっている。大
学などの高等教育機関も例外ではない。震災発生
後は、企業・教育機関等様々な団体で個人の安否
確認に労力を費やしたことが判っている。本学で
も学生の状況把握に苦労した。そこでほとんどの
学生が持っている携帯電話の活用を考えた。
　現在携帯電話は、本来の用途である通話利用以
上に、インターネット接続のツールとして利用さ
れている。この携帯電話からのインターネット接
続利用の求心力となっているのが、様々な情報や
機能を備えた携帯サイトである。
　本学では平成 20 年度に、独自に教務関係連絡
事項閲覧機能や授業改善アンケートの回答送信と
その集計結果閲覧機能を備えた携帯サイトを構築
した。平成 21 年度からは、そのサイトに問題演
習機能等を追加し教育活用が可能となるように改
良を続けてきた。そして昨年度はその携帯サイト
を活用した教育方法を導入試行した。この教育方
法について、学生の意見をアンケートにより調査
した。その結果によると、学生の支持は高い。こ
の事実を踏まえ携帯サイトを別の用途でも活用し
ようと考えた。
　そこで構築したサイトへ安否確認機能を追加し
た。これは学生の携帯へメールを一斉配信し、そ
こから各々の状況を回答してもらい現状を把握す
るというものである。本稿では主として追加機能
について記すが今後の課題についても述べる。
２．研究目的
　本研究目的は、携帯電話を使って、災害時の学
生に対する迅速・確実な安否確認の手法の確立で
ある。
　教職員、学生に対する安否確認には検討する事
項が多く時間と労力が必要である。そのため、学
生に対する安否確認を、より早急にかつ効果的に
行う手法が必要だと考えた。そこで、ほとんどの
学生が持っている携帯電話にメールを一斉配信
し、そこから各々の状況を把握することとした。
３．携帯サイトの概要
　携帯サイトには種々の言語が使われている。携
帯電話事業者（以下キャリア）の携帯サイトで使
われている主な記述言語を表１に示す。現実に
は、キャリア毎に数種類の記述言語が使用されて
いる。
　今年度も汎用性の高い携帯サイトを構築するた
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め、表１に示されている記述言語のベースであ
る HTML（1）と、サーバ用スクリプト言語として
PHP（2）を使用し構築した。又、PHP と接続する
データベースサーバとしてMy SQL（3）を使用した。
４．携帯サイト（安否確認機能）利用について
　本サイトは初回利用時のみユーザ登録が必要で
ある。学生は先ず、昨年述べたように、携帯でユー
ザ登録画面にアクセスしユーザ登録画面を開く。
　次にその画面上で学生各々の登録情報を入力す
る。この時の登録情報は、学籍番号・氏名・携帯
アドレス等である。ここで登録した携帯アドレス
に安否確認で必要なメールを配信することにな
る。以上の登録作業終了後、安否確認機能の利用
が可能となる。
　安否確認機能の流れを図１に示すが、詳細を以
下に列記する。
　①管理者は学生の携帯へ緊急連絡メール送信
　②学生は携帯にメール受信
　③学生はメール内に示されたURLリンク（状
況登録画面）へ接続
　④学生は状況登録画面上で各々の状況を回答し
送信
　⑤管理者は学生各々が回答した状況を確認
　ここでは、個々の携帯に表示される画面を視な
がら、利用手順の流れを説明する。
①管理者は先ず携帯又は PC でメール配信登録画
面（図２左上）に接続する。この画面には前述
した初回ユーザ登録を済ませた学生の、名簿一
覧が表示される。ここでメールを配信したい学
生にチェックを入れる。そして登録ボタンを押
す。するとメール入力・送信画面（図２右下）
事 業 者 言　　語 対 応 機 種
NTT ドコモ/
ｉモード
ｉモード対応 HTML 全機種
ｉモード対応XHTML FOMA
KDDI/EZweb HDML A1000/C1000/C400
/C300/C200
XHTML Basic 上記 HDML 対応機種
より後の全機種
ソフトバンク HTML 3GC 型の一部を除く
全機種
XHTML W 型、3GC 型
表１　携帯電話事業者対応言語
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図１　安否確認機能の流れ
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が開く。この画面の送信者名簿は、先ほどチェッ
クをいれた学生のみ表示される。管理者は同画
面（図２右下）で、件名と本文に連絡事項を入
力し、送信ボタンを押してメールを配信する。
②学生は携帯に（図３左上）メールを受信する。
③学生はメール内に示された URL リンクへ接続
し、状況登録画面（図３右下）を開く。
④学生はこの画面で各々の学籍番号・氏名と現在
の状況を回答後、登録ボタンを押して登録を済
ませる。
⑤管理者は学生の現状を把握する為に安否確認検
索画面（図４左上）に接続する。ここで、検索
したいクラスを選択し、検索ボタンを押す。す
ると学生の個々の状況が検索結果画面（図４右
下）に表示される。
　以上の流れによって、管理者は学生個々の状況
を迅速に把握することが可能となる。
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図２　メール配信登録画面とメール入力・送信画面
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図３　メール受信画面と状況登録画面
図４　安否確認検索画面と検索結果画面
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５．おわりに
　携帯電話（以下携帯）の現況を視ると携帯は個
人の所有物であり、電波のつながる場所にいる限
り、常にインターネットにつながった状況で、１
日の大部分がユーザの手の届く範囲にある。今後
携帯は、情報通信産業のインフラ整備がますます
進み、パソコンにも劣らぬ程インターネット通信
速度が向上し、パソコンを凌いで使用されるであ
ろう。加えて携帯製造メーカーの技術進歩により
端末の機能面・表示性能面も大幅に向上すること
は確実である。これらの事を考慮するとサイト利
用は、様々な分野にて必要不可欠となるだろう。
　今後の課題は、第一に追加した安否確認機能の
導入試行である。実際に施行し、学生へのアンケー
ト調査を実施したい。第二にこの調査結果をふま
えサイトに対する要望を組み入れながらの、継続
的な改良である。第三に安否確認機能追加のため
に改良したメール配信機能を、学習支援の為に活
用することである。その具体的な応用方法を今後
検討したい。
　今回改良したサイトはいつでもアクセスされる
ことになる。この様に頻繁にアクセスされるシス
テムは、どれだけ使いやすいかが重要である。本
システムは独自に構築している為、システム改良
は柔軟に対応可能である。よって学生からの機能
追加や変更といった要望に速やかに応えることが
出来る。
　現段階では限定して、サイトを公開しているが、
今後全学生に公開することを目標としている。
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注
（1）「Hyper Text Markup Language」の略で、Web
ページを記述するための言語。HTML はテキス
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キストエディタだけで記述可能である。
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に作られたプログラミング言語。
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Management System）の１つ。非営利組織に限
りフリー。Windows、Linux 対応。
